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説

は
じ
め
に

三A、
日冊

日
本
に
お
け
る
裁
判
官
と
検
察
官
の
人
事
交
流
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
判
検
交
流
は
一
九
七
四
年
に
い
わ
ゆ
る
寸
逆
戻
り
」
の
保
障
に
つ

い
て
の
最
高
裁
と
法
務
省
と
の
合
意
が
行
わ
れ
て
以
来
い
っ
そ
う
本
格
化
し
た
。
こ
の
制
度
が
裁
判
の
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
が
あ
る
。
一
九
七
五
年
に
は
東
京
弁
護
士
会
が
問
題
を
提
起
し
、
一
九
八

O
年
に
日
弁
連
が
問
題
を
取
り
上
げ

て
い
る
。

あ
い
前
後
し
て
、
裁
判
所
内
部
で
実
施
さ
れ
る
裁
判
官
の
研
績
の
た
め
の
会
合
や
研
修
会
で
あ
る
「
会
同
・
協
議
会
L

が
判
例
統
一
の
場

に
変
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
も
提
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
問
題
提
起
自
体
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
み
ら
れ
る
が
、
広
く

論
じ
ら
れ
る
の
は
比
較
的
新
し
い
こ
と
で
あ
る
。

企
業
や
官
庁
へ
の
裁
判
官
の
研
修
的
派
遣
に
つ
い
て
も
疑
問
を
示
す
声
が
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、
憲
法
上
、
法
曹
一
元
を
前
提
と
し
た
裁
判
官
の
任
期
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
(
憲
八

O
条
一
項
)
、
実
体
は
キ
ャ
リ
ア
・

シ
ス
テ
ム
の
裁
判
官
制
度
で
あ
る
。
今
日
の
よ
う
に
大
量
で
複
雑
な
裁
判
事
件
を
処
理
す
べ
き
裁
判
官
は
、
よ
り
「
専
門
的
」
で
説
得
的
な

判
決
を
す
る
よ
う
国
民
に
対
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
あ
っ
て
は
、
裁
判
官
と
し
て
の
任
官
後
に
行
わ
れ
る
各
種

の
研
修
・
研
績
や
人
事
交
流
は
重
要
な
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
人
事
交
流
が
異
動
対
象
者
の
実
質
的
同
意
を
欠
い
た
り
、
研
鎮

が
行
政
的
に
一
方
的
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
裁
判
官
の
独
立
性
」
が
侵
害
さ
れ
、
ひ
い
て
は
「
裁
判
を
受
け
る
国
民
の
権
利
」
も
侵
害

さ
れ
か
ね
な
い
。
一
一
百
う
ま
で
も
な
く
、
ど
の
よ
う
な
人
事
制
度
や
研
鎮
制
度
が
あ
ろ
う
と
も
、
個
々
の
「
裁
判
官
の
法
意
識
」
が
決
定
的
に

重
要
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
法
意
識
を
無
意
識
の
う
ち
に
歪
め
や
す
い
仕
組
み
ゃ
実
務
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
是
正
す
る
こ
と
も

同
様
に
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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裁
判
官
の
専
門
性
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
判
検
交
流
、
会
同
・
協
議
会
も
し
く
は
研
修
的
派
遣
に
好
ま
し
い
側
面
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
何
で
あ
る
の
か
、
逆
に
、
「
裁
判
官
の
独
立
」
性
を
侵
害
し
か
ね
な
い
要
素
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ど
こ
を
改
善
す
べ
き
か
が
問
わ
れ
な

最
近
で
は
、
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
こ
の
判
検
交
流
と
会
同
・
協
議
会
の
功
罪
を
感
覚
的
に
論
ず
る
時
期
は
す
ぎ
、
実
証
的
検
討
を
可
能

に
す
る
資
料
や
実
態
分
析
が
現
れ
つ
つ
あ
る
。
弊
害
が
危
慎
さ
れ
る
主
要
な
分
野
は
刑
事
事
件
、
行
政
事
件
、
労
働
事
件
、
大
企
業
が
相
手

方
と
な
る
公
害
紛
争
事
件
な
ど
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
裁
判
判
決
の
変
化
の
原
因
は
、
第
四
節
で
み
る
よ
う
に
決
し
て
判
検
交
流
、
会
同
・

協
議
会
の
み
に
あ
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
実
務
な
く
し
て
も
ほ
ぽ
類
似
の
結
果
は
生
じ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

民
事
事
件
の
領
域
に
お
い
て
も
創
造
的
な
解
釈
が
最
高
裁
で
ピ

l
ク
に
達
し
た
の
は
一
九
六

0
年
代
末
ま
で
で
あ
抗
、
商
法
の
分
野
で
も
同

様
の
現
象
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
判
検
交
流
や
会
同
・
協
議
会
を
単
独
に
と
り
あ
げ
て
論
ず
る
こ
と
は
、
解
決
す
べ
き
課

題
の
広
が
り
か
ら
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
一
九
六

0
年
代
末
以
降
の
司
法
人
事
政
策
と
司
法
行
政
政
策
全
体
の

中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
も
っ
て
い
る
意
味
は
明
ら
か
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
判
検

裁判官の専門性と独立性(1)

交
流
や
会
同
・
協
議
会
は
、
日
本
の
司
法
の
現
状
を
も
た
ら
し
た
唯
一
の
原
因
で
は
な
く
、

そ
れ
に
寄
与
す
る
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し

重
要
な
一
部
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
行
政
関
係
の
事
件
を
主
と
し
て
念
頭
に
お
い
て
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
【
グ
ラ
フ
①
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政

事
件
訴
訟
の
統
計
は
、

一
九
七

O
年
噴
を
境
に
し
て
認
容
率
と
却
下
率
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変

化
を
示
し
て
い
る
。
戦
前
の
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
の
行
政
裁
判
所
や
日
本
の
行
政
裁
判
所
が
「
わ
れ
わ
れ
の
漠
然
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
以
上

に
《
裁
判
所
的
》
な
性
格
を
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
」
の
と
比
較
し
て
、
今
日
の
日
本
の
裁
判
所
が
裁
判
官
の
独
立
性
を
失
っ
て
「
わ
れ
わ

れ
の
漠
然
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
以
上
に
L

行
政
機
関
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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出所:最高裁判所事務総局『司法統計年報J (1952ー 1988)の各版をもとに作図。

も
と
よ
り
、
個
々
の
交
流
人
事
ま
た
は
個
々
の
裁
判
官
協
議
会
と
個
々
の
判
決
内
容

と
が
常
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
論
証
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
法
務
省
勤
務
経
験

や
訟
務
検
事
経
験
が
常
に
裁
判
官
の
独
立
性
を
喪
失
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
同
様
に
、

協
議
会
に
出
席
し
て
も
な
お
独
立
の
判
決
を
書
く
裁
判
官
は
当
然
に
存
在
し
て
い
る
。

逆
に
、
無
意
識
の
う
ち
に
、
法
理
論
以
外
の
要
素
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
一

般
的
抽
象
的
に
い
っ
て
、
判
検
交
流
や
協
議
会
に
は
評
価
す
べ
き
部
分
が
あ
り
う
る
。

だ
が
、
判
検
交
流
経
験
者
が
担
当
し
た
裁
判
の
内
容
や
協
議
会
開
催
後
の
裁
判
の
内
容

に
つ
い
て
、
な
に
が
し
か
の
悪
影
響
の
あ
る
こ
と
が
広
く
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
に
、

裁
判
の
威
信
な
い
し
尊
厳
の
襲
損
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
国
民
の

不
信
感
の
中
に
す
で
に
、
「
独
立
の
裁
判
官
」
に
よ
る
寸
裁
判
を
受
け
る
権
利
L

の
侵
害

の
一
表
現
を
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
裁
判
官
の
寸
専
門
性
L

が
歪
ん
だ
形
で
高
め
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
問
題
意
識
と
す
る
が
、
他
方
で
、
好
ま
し
い
「
専
門
L

化
を
妨
げ
る
人
事
行
政
が

あ
り
う
る
こ
と
を
も
問
題
視
し
た
い
。
わ
が
国
で
は
、
裁
判
官
人
事
制
度
が
出
世
競
争

を
あ
お
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
特
定
の
地
で
家
庭
事
件
や
少
年
事
件
の
専
門
家
と
し
て

と
ど
ま
り
成
長
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
転
勤
制
度
と
事
件
配
分
制

度
の
運
用
の
現
状
が
、
本
人
の
同
意
な
く
し
て
本
人
の
希
望
す
る
専
門
家
と
し
て
の
発

達
を
阻
害
す
る
側
面
が
あ
る
。
裁
判
官
人
事
に
お
け
る
自
主
・
自
立
性
の
度
合
と
い
う

北法40(5~6 ・ I ・ 304)1446



要
素
を
含
め
て
考
え
る
こ
と
の
必
要
性
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
寸
独
立
の
裁
判
官
」
に
よ
る
寸
裁
判
を
受
け
る
国
民
の
権
利
」
が
確
実
に
保
障
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
基
本

的
な
軸
と
し
て
一
切
が
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
の
主
体
は
統
一
組
織
と
し
て
の
裁
判
所
で
は
な
く
、
個
々
の
裁
判
官
あ
る
い

は
個
々
の
合
議
体
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
専
門
性
と
独
立
性
と
い
う
こ
つ
の
タ

1
ム
の
み
で
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
不
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
成
を
複
雑

に
し
な
い
た
め
に
こ
こ
で
は
視
角
を
こ
の
二
つ
の
点
に
限
定
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

現
在
の
日
本
の
司
法
が
か
か
え
る
問
題
点
と
改
善
す
べ
き
点
は
き
わ
め
て
広
範
囲
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
に
つ
い
て
、
西

ド
イ
ツ
の
実
情
を
比
較
の
資
料
と
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
西
ド
イ
ツ
で
も
キ
ャ
リ
ア
裁
判
官
制
度
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

裁判官の専門性と独立性(1)

が
、
や
や
異
な
っ
た
要
素
も
見
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
通
常
裁
判
権
以
外
で
は
、
裁
判
官
以
外
の
経
歴
を
も
っ
法
曹
が
裁
判
官
に
な
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
通
常
裁
判
権
で
も
ま
れ
に
検
察
官
経
歴
を
も
つ
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
、
日
本
の
判
検
交
流
・
会
同
・
協
議
会
、

派
遣
研
修
な
ど
の
問
題
群
に
相
当
す
る
と
考
え
る
西
ド
イ
ツ
の
実
情
を
、
特
に
裁
判
官
の
専
門
性
と
独
立
性
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
紹

日
本
に
お
け
る
今
後
の
あ
り
方
を
探
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
日
本
の
現
状
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

介
・
検
討
し
つ
つ
、

(
1
)
読
売
新
聞
一
九
七
四
年
三
月
二
九
日
朝
刊
。

(2)
日
本
民
主
法
律
家
協
会
も
一
九
七
五
年
に
初
め
て
判
検
交
流
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
『
法
と
民
主
主
義
』
九
八
号
(
一
九
七
五
)
五
頁
以
下

参
F

昭…。

(3)
座
談
会
「
現
代
司
法
の
思
想
」
渡
辺
洋
三
・
利
谷
信
義
編
『
現
代
日
本
の
法
思
想
(
福
島
正
夫
先
生
還
暦
記
念
)
』
(
一
九
七
二
)
四
二
九
頁
以

下
、
潮
見
俊
隆
寸
裁
判
官
会
同
と
裁
判
」
現
代
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
創
刊
号
ご
九
七
二
)
六
二
頁
以
下
、
小
田
中
聴
樹
「
裁
判
官
会
同
・
裁
判
官
協

議
会
|
|
戦
後
の
刑
事
裁
判
に
み
る
そ
の
問
題
点
L

法
時
四
五
巻
三
号
こ
九
七
三
)
六
四
頁
以
下
、
『
法
と
民
主
主
義
』
八
七
号
ご
九
七
四
)

北法40(5-6・1.305)1447 



説

二
二
頁
、
同
九
四
号
ご
九
七
五
)
二
二
頁
以
下
。
阪
口
徳
雄
「
裁
判
官
会
同
・
協
議
会
と
裁
判
統
制
」
寸
弁
護
士
と
社
会
活
動
L

編
集
委
員
会
編

『
弁
護
士
と
社
会
活
動
(
亀
田
徳
治
先
生
社
会
活
動
五

O
周
年
記
念
)
』
(
一
九
八
六
)
二

O
九
頁
以
下
。
松
本
正
「
裁
判
官
協
議
会
、
そ
し
て
調

査
官
」
法
セ
ミ
増
刊
『
今
日
の
最
高
裁
判
所
』
(
一
九
八
八
)
一
二
八
頁
以
下
。
東
京
弁
護
士
会
は
、
『
「
裁
判
官
会
同
・
協
議
会
問
題
」
に
関
す
る

意
見
室
百
』
(
一
九
八
八
)
全
一
六
頁
に
お
い
て
、
「
テ
l
マ
・
運
営
方
法
に
お
い
て
裁
判
の
独
立
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
会
同
・
協
議
会
の
実

施
を
取
り
止
め
」
る
こ
と
、
お
よ
び
会
同
・
協
議
会
の
資
料
を
公
表
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
会
同
・
協
議
会
が
日
弁
連
レ
ベ
ル
で
と
り
あ
げ

ら
れ
た
の
は
、
一
九
八
九
年
が
初
め
て
で
あ
る
。
筆
者
自
身
、
会
同
・
協
議
会
の
問
題
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
七
二
年
の
行
政
事
件
担

当
裁
判
官
会
同
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
住
民
訴
訟
の
展
開
の
二
つ
の
途
に
つ
い
て
」
法
と
民
主
主
義
一
七
五
号
(
一
九
八
三
)
三
六
頁
。

(
4
)
五
十
嵐
清
(
座
談
会
発
言
)
「
法
学
の
歩
み
四

O
年
」
法
学
教
室
一

O
O号
ご
九
八
九
)
一
六
頁
。

(
5
)
昭
和
四

0
年
代
が
い
ち
ば
ん
華
や
か
で
活
発
に
動
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
龍
田
節
(
座
談
会
発
言
)
・
法
学
教
室
(
前
掲
注
(

4

)

)

一
七
頁
。

(
6
)
宮
崎
良
夫
「
行
政
訴
訟
と
裁
判
宮
」
『
公
法
の
課
題
(
田
中
二
郎
先
生
追
悼
論
文
集
)
』
(
一
九
八
五
)
五
六

O
頁。

(
7
)
杉
本
良
吉
の
場
合
は
、
独
立
し
た
裁
判
官
に
な
る
と
い
う
優
れ
た
例
の
典
型
で
あ
る
。
こ
の
ケ

1
ス
は
随
所
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
《
そ
れ
故

に
》
裁
判
官
と
し
て
は
不
遇
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
例
え
ば
雑
誌
『
Q
A
』
(
平
凡
社
)
一
九
八
九
年
二
一
月
号
三
七
頁
。
た
だ
し

同
頁
の
写
真
は
他
の
裁
判
官
と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

(
8
)
西
ド
イ
ツ
の
実
情
に
つ
い
て
、
木
佐
『
人
間
の
尊
厳
と
司
法
権
|
|
西
ド
イ
ツ
司
法
改
革
に
学
ぶ
』
(
一
九
九

O
)
二
三
五
頁
。
少
年
裁
判
官

と
し
て
一
貫
し
て
仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
連
邦
最
高
裁
判
事
に
な
る
こ
と
よ
り
も
名
誉
で
あ
る
、
と
い
う
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
官
の
言
葉
を
紹

介
す
る
内
藤
頼
博
・
川
島
武
宜
『
自
由
人
近
藤
総
一
一
』
(
一
九
八
六
)
二
五
六
頁
、
さ
ら
に
、
下
村
幸
雄
寸
法
曹
一
元
に
つ
い
て
考
え
る
」
自
由
と

正
義
三
九
巻
二
号
こ
九
八
八
)
五
五
頁
を
参
照
。

(
9
)
も
っ
と
も
、
本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
裁
判
官
像
を
め
ぐ
る
論
争
の
中
で
触
れ
ら
れ
た
裁
判
官
の
「
専
門
性
L

と
い
う
こ
と
と
は
や
や
異
な
っ
た

視
角
か
ら
専
門
性
を
語
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
論
争
に
お
い
て
「
専
門
性
」
と
は
、
必
ず
し
も
具
体
的
事
件
類
型
に
関
し
て
の
専
門

性
で
は
な
く
、
裁
判
官
一
般
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

論
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裁判官の専門性と独立性(1)

〔表①〕 裁判所→法務省(訟務)へのポスト別にみた

判事、判事補の割合

法( 同 法 同 同

務大 語局 務 ヨ凪Aハ 主~
d口』

局

臣) 局 務 務

官房室官
局
局 部 部

計
付 長 長 付

1960 4 4 

1961 1 1 2 

1962 2 2 

1963 3 3 

1964 2 2 

1965 5 5 

1966 l 1 

1967 2 2 

1968 。
1969 l 1 

1970 l 1 

1971 ① ① 3 3 ②6 

1972 ① 4 ①2 ②6 

1973 ① ① ① ① l ④1 

1974 ② ① 1 ① 4 ④5 

1975 ① ① 1 ① ② ①3 ⑥4 

1976 2 4 6 

1977 ① ② ① ①2 ⑤2 

1978 ② ① ① ① ①5 ⑥5 

1979 ① ① ① ④1 ⑦1 

1980 ①A 1 ① ①6 ③7 

1981 ① ① ① ①8 ④8 

1982 1 ⑤3 ⑤4 

1983 ①A 1 ① 6 ②7 

1984 ① ② ① ②8 ⑥8 

1985 ① l ① ② ⑥4 ⑩5 

1986 ② ① 3 ③3 

1987 ① ①2 ② ② ①9 ⑦11 
1988 ①A ② 1 ① ① ④7 ⑨8 

1989 ① ③3 ④3 

総計 ⑬0 ③0 ⑧19 ⑫0 ⑫0 @102 ⑩121 

1989年は7月まで r8で囲んでいない数字は判事補の異動数を示し、)
| で囲んだ数字は、判事の異動数を示す。 I
lAは、総務局長を示す。)

出所:東京弁護士会司法問題対策特別委員会 r裁判所と法務省の
人事交流についての調査報告書(改訂版ー資料編)J (1989年
11月) 2頁。
ただし、年を西暦に改めた。以下の表、グラフも同じ。
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い
わ
ゆ
る
判
検
交
流
の
実
情
と
問
題
点

日
本
に
お
け
る
判
検
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流
、

会
同
・
協
議
会
お
よ
び
派
遣
研
修



論説

〔表②〕 裁判所→法務省(訟務以外)・その他の官庁への

転入ポスト別にみた判事、判事補の割合

民・ 同 司部 人
地 ( 痩査
法教 そ

参 法部 権 務 の
ぷ口与

刑事 局 法長 擁

験検 公割当
総 他

事官
制 護

d口，. 
の局・ 局 研

局課 調部 局 究 宮 計
長長 イす 査付 長 事) 所官 庁

1960 1 1 

1961 。
1962 2 ① ①2 

1963 1 I 2 

1964 。
1965 ①2 ①2 

1966 1 1 
1967 ①A ① 

1968 ① ① ② 

1969 1 l 

1970 ①N ①0 
1971 l ① ①B ② l 
1972 3 ①C ① 3 
1973 ① 1D ① l 
1974 ① l ① 3 ①O ③4 
1975 4 1 ① 1 ②EFG1 ③7 
1976 ① 3 1 ① ①HP1 ③5 
1977 ① ① 2 ② IQ ④2 
1978 ② 2 1 2 l ②JKR1 ④7 
1979 ② 1 ① ②LM  ⑤ 1 
1980 ① 3 ①3 
1981 ①2 ①4 ③ lT sx U ⑤7 
1982 ① l ② ① ④ l 

1983 ① 3 ① 1 2 ① 1Y・Z ③7 
1984 ① ① ① 4 ② a b 

c d ⑤6 
1985 ①2 ① ①e ③2 
1986 ① ① 1 2 ② 1 f g h ④4 
1987 ① l l ① ③ 1 ② 7;;EF ⑦10 
1988 ② 4 ① ② 1 ① 5r s t 

u v ⑥10 
合計 ⑮ ④35 ⑥7 ⑦0 ⑧26 ⑤ l ⑧21 ⑩90 

(Qで固まれていない数字は判事補の異動数、Oで固まれた数字は判事の異動
数を示す)
A.I・M・O・Y=内閣法制局参事官
B. e ・1-総理府中央公害審査委員会審査官
C.F.N.R・U・C • Q =大阪国税不服審判所長
D.G.K.X・b.j =総理府公害等調整委員会

事務局審査官補佐
E ・H・J.L.T.a=同上審査官
P=アジア極東犯罪防止研修所教官
Q.S=国鉄総裁室法務課
Z • d ・f• g ・p=国税不服審判所国税審判官

v=郵政省
r s =外務省
t=自治省
un=通産省
k=農水省
m=運輸省
0=大蔵省
1=厚生省

出所:東京弁護士会司法問題対策特別委員会・前掲調査報告書9頁。
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①
判
検
交
流
の
定
義
い
わ
ゆ
る
判
検
交
流
問
題
は
裁
判
官
と
法
務
省
検
察
官
と
の
交
流
人
事
の
是
非
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
裁
判

所
か
ら
法
務
省
へ
の
異
動
先
は
【
表
①
】
お
よ
び
【
表
②
】
に
示
さ
れ
て
い
る
。
判
検
交
流
と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ
る
の
は
、
裁
判
官
が
、

主
と
し
て
、
①
検
察
官
(
捜
査
検
事
・
公
判
検
事
)
、
ま
た
は
②
訟
務
検
事
と
し
て
出
向
す
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
「
独
立
の
裁
判
官
L

に

よ
る
判
決
を
受
け
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
裁
判
官
の
側
か
ら
見
て
、
法
務
省
以
外
の
機
関
へ
の
出
向
も
含
め
て
、
そ
の
長
短
を
考
察
す
る

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
裁
判
官
に
は
右
の
二
つ
を
除
く
③
法
務
省
職
員
と
し
て
の
出
向
、
④
そ
の
他
の
行
政
機
関
へ
の

法
律
家
と
し
て
の
出
向
、
⑤
各
種
行
政
機
関
や
企
業
へ
の
研
修
的
出
向
が
あ
り
、
ま
た
明
確
に
は
分
類
し
が
た
い
出
向
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
個
別
に
考
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
現
実
を
直
視
す
る
な
ら
ば
、
⑥
最
高
裁
事
務
総
局
で
の
勤
務
を
裁
判
官
の

《
出
向
》
と
と
ら
え
る
発
想
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
⑥
の
問
題
に
は
末
尾
で
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
最
高
裁
事
務
総
局

制
度
の
根
本
的
見
直
し
の
必
要
性
を
考
え
る
と
、
こ
の
視
角
は
無
視
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

法
務
省
か
ら
の
異
動
者
の
大
部
分
は
、
実
際
に
裁
判
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
⑤
の
出
向
的
研
修
と
⑥
の
最
高
裁
事
務
総
局
勤
務
を
除
い
た
も
の
を
お
お
む
ね
「
判
検
交
流
」
と
し
て
念
頭
に
お
く

裁判官の専門性と独立性(1)

こ
と
と
す
る
。

②
判
検
交
流
の
実
情
【
グ
ラ
フ
②
】
は
、
裁
判
所
か
ら
法
務
省
へ
の
異
動
者
数
、
【
グ
ラ
フ
③
】
は
、
法
務
省
か
ら
裁
判
所
へ
の
異
動

者
数
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
頃
よ
り
、
特
に
七
四
年
頃
よ
り
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
し
か
し
、
最

高
裁
判
所
は
国
会
に
お
い
て
一
貫
し
て
こ
れ
を
否
定
す
る
答
弁
を
し
て
い
る
。
【
グ
ラ
ブ
④
】
は
、
法
務
省
か
ら
の
異
動
者
を
経
歴
別
に
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
経
歴
豊
か
な
判
事
ク
ラ
ス
の
異
動
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
【
グ
ラ
フ
⑤
】
は
、
法
務
省
か
ら
の
異
動
者
の

東
京
・
大
阪
へ
の
配
属
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
裁
判
官
名
簿
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
う
え
に
、
約
半
数
の
裁
判
官
が
複
数
の

裁
判
所
に
勤
務
す
る
た
め
、
全
裁
判
官
の
う
ち
の
東
京
・
大
阪
勤
務
者
の
比
率
を
正
確
に
示
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
法
務
省
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論説

〔グラフ③〕 人事交流(裁判所から法務省へ)

異 40
勤
者
数

人
数

20 

10 

0 
194749 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 
~~~~~~w~MM~ron~~n~~MMM年

出所:東京弁護士会司法問題対策特別委員会・前掲調査報告書1頁をもとに作図。

〔グラフ③〕 人事交流(法務省から裁判所へ)

5 

ハU

に
d

A

り

qυ

内

4

n

J

“

異
動
者
数
(
人
数
)

15 

10 

0 
194749 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 
48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88年

出所:東京弁護士会司法問題対策特別委員会・前掲調査報告書1頁をもとに作図。
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裁判官の専門性と独立性(1)

人 30

数

25 

20 

15 

10 

5 

。

〔グラフ④〕 経歴別に見た異動者

~ % n n m M s ~ ~ M ~ ~ ~ ~ ~年

図出匡り組判事7ラス口出震り組判輔クラス圏横察キャリア組事l事クラス圃検察キャリア組事j輔クラス

出所:東京弁護士会司法問題対策特別委員会・前掲調査報告書15頁をもとに作図。

〔グラフ⑤〕 法務省からの異動者の東京および大阪への配属比率

1975年~1989年( 7月まで)

出所:東京弁護士会司法問題対策特別委員会・前掲調査報告書21頁をもとに作図。
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=明
日同 苗4

〔表③〕 東京地裁行政部の人事配置

く匝童豆=霊ヨ〉

く仁コ互コ〉
く仁コ王コ〉

〈満回明彦〉

〈同〉

中込努型軽

〈菊地徹〉
く同〉・
小礎武雄

揖斐潔

大鷹一郎

民事2部

1982年 4月
1983年 4月
1984年 4月
1985年 4月
1986年 4月
1987年 5月
1988年 4月
1989年 4月

i穴炉港第九4
:'，:'::'(可ぺ

i務:コU

ニ屯~陣
跨

と:，::，1繋"人. 同

同

く金子順一〉
く同〉

民事 3部

1982年 4月 "TIf部綴織
L菅野樽主ご

く匡主主ZJ>
く山本敏和〉

〈同〉

く市百至宝1>

E二重田
立石健二

〈大藤敏〉
〈太田幸夫〉

〈同〉
〈同〉

・く 同 〉

中山顕裕 生野孝司

同 同

小林昭彦 三村品子

く大藤敏〉・く杉山正巳〉

- く杉山正巳〉
・〈大藤敏〉
塚本伊平

向

1983年 4月
1984年 4月
1985年 4月
1986年 4月
1987年 5月

i続本綾1ft;
関'
青野洋士

く同〉・ f減締約匝文r

立石健二

滝淳雄次

医亘藍囲
加藤就ー

同

1988年 4月 ャ鈴木療行 ・ 石原直樹 佐藤道明

同

青野洋士

同1989年 4月三/背・同

人 ~5

数

- 20 
九
八
八
年 15
九
月

日 10
現
在

5 

。

I~""J豆亙 :最高裁判所事務総局経験者
;裁判営名、 :行政局経験者

〈裁判官名>検事出向経験者

<1 ~""m*， 1> 最高裁判所事務総局・検事出向経験者
(湯川二朗弁護士 作成)

〔グラフ⑥〕 訟務検事のうち裁判所出身者のしめる割合

法務省東京大阪名古屋広島福岡仙台札幌高松
訟務局法務局法務局法務局法務局法務局法務局法務局法務局

図裁判所出身者口キャリア訟務検事

出所:東京弁護士会司法問題対策特別委員会・前掲調査報告書3~8頁をもとに作図。
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か
ら
の
異
動
者
二
六
四
名
ご
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
九
年
(
七
月
)
ま
で
の
総
計
)

の
う
ち
六
七
%
が
東
京
に
、

一
四
%
が
大
阪
に
配
属

裁判官の専門性と独立性(1)

さ
れ
、
一
一
大
裁
判
所
だ
け
で
八
一
%
を
し
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
配
属
先
に
は
何
ら
か
の
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
で
き

よ
う
。
な
お
、
東
京
地
裁
の
民
事
部
の
裁
判
長
の
ほ
ぽ
半
数
が
人
事
交
流
の
経
験
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
全
裁
判
官
の
約
一
五
%
が
交
流
の
経

験
者
と
な
っ
て
い
る
。
裁
判
所
に
戻
っ
た
人
の
大
部
分
は
エ
リ
ー
ト
ゴ

i
ス
を
歩
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
。

本
稿
で
力
点
を
お
い
て
い
る
行
政
事
件
、
労
働
事
件
な
ど
で
は
専
門
部
制
度
が
と
ら
れ
て
い
る
。
交
流
経
験
者
が
専
門
部
に
配
置
さ
れ
る

場
合
に
は
、
時
に
大
き
な
問
題
が
生
じ
う
る
が
、
具
体
的
な
資
料
は
作
成
で
き
な
か
っ
た
。
東
京
地
裁
の
行
政
部
に
限
っ
て
近
年
の
事
情
を

示
せ
ば
{
表
③
〕
の
よ
う
で
あ
る
。
裁
判
長
や
右
陪
席
裁
判
官
が
ほ
ぼ
例
外
な
く
最
高
裁
事
務
総
局
や
訟
務
検
事
の
経
験
者
で
あ
り
、
純
粋

な
裁
判
官
経
験
の
み
を
も
っ
者
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
行
政
事
件
に
限
っ
て
東
京
地
裁
と
大
阪
地
裁
の
二
つ
の
裁
判
所
が

処
理
す
る
事
件
比
率
は
、
既
済
事
件
に
つ
い
て
み
る
と
三
七
・
九
%
(
一
九
八
七
年
)
な
い
し
四
二
・
O
%
(
一
九
八
八
年
)
で
あ
刻
。
行

政
事
件
訴
訟
に
お
け
る
両
裁
判
所
の
判
決
の
認
容
率
や
却
下
率
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
が
、
関
係
資
料
の
作
成
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
六

九
年
に
発
行
さ
れ
た
一
九
六
八
年
版
の
司
法
統
計
年
報
よ
り
各
裁
判
所
の
行
政
事
件
の
認
容
率
に
関
す
る
統
計
は
削
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
本
来
、
判
検
交
流
の
「
効
果
L

分
析
は
一
九
七

0
年
代
以
降
に
つ
い
て
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
公
刊
さ
れ
た
資
料
に

よ
る
限
り
は
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。

裁
判
所
か
ら
の
出
向
者
は
、
法
務
省
、
東
京
や
大
阪
な
ど
重
要
な
訟
務
局
に
集
中
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
訟
務
検
事
は
一
九
八
五
年
に

お
い
て
八
三
名
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
四
八
名
が
裁
判
官
出
身
者
で
あ
る
。
訟
務
局
長
を
は
じ
め
訟
務
局
の
重
要
な
ポ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
が

裁
判
官
出
身
者
で
あ
お
。
【
グ
ラ
フ
⑥
〕
は
、
法
務
省
訟
務
局
と
各
地
訟
務
局
の
訟
務
検
事
に
し
め
る
裁
判
官
出
身
者
の
比
率
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
訟
務
局
や
法
務
局
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
行
政
事
件
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
が
訟
務
検
事
な
い
し
法
務
省
行
政
官
を
経
験
し

た
あ
と
、
再
び
裁
判
官
と
し
て
勤
務
し
て
、
訟
務
検
事
時
代
に
扱
っ
た
の
と
類
似
の
事
件
を
担
当
す
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
比
較

北法40(5-6・1'313) 1455 



説
三三泊、

民間

裁判官数・訟務検事数の変化〔グラフ⑦)

!]tho 
ill}J 
{'j-
数 25

人
数 w

15 

ハりー

5 

。
194749 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 
48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88年

《
訟
務
局
・
法
務
局
》
が
他
の
先
進
諸
国
家
に
あ
る
か
ど

う
か
、
存
在
す
る
場
合
に
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

訟
務
検
事
が
存
在
し
な
け
れ
ば
裁
判
官
と
の
交
流
も
ま
た
あ
り
え
な
い
か

法
的
に
み
て
、

北法40(5-6・1'314) 1456 

日
川
司

仙
ム
一
A

m
士

川

護

十

品

品

川

間
判
京
河
出

糊
煉
問

訟

k
こ

園
田
貝
と

圃

実

も

.
航
占
を

川

事

日

時

川
崎
…
一
一
害
事
件
、
行
政
事
件
に
対
応
す
る
国
側
の
司
法
訟
務
体
制
が
不
十
分
で
あ

川

J
報
手
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
訟
務
体
制
は
一
九
七

O
年
に
「
訟
務
を
と
り
ま

川
に
査
入

附

U
欄
川
く
内
外
の
情
勢
」
に
迫
ら
れ
、
大
幅
な
機
構
改
革
を
み
問
。
国
内
総
人
口

別
加
帰
結
に
対
す
る
日
本
の
裁
判
官
比
率
は
戦
後
一
貫
し
て
減
少
し
、
と
り
わ
け
七

=

定

会

目

ま

い

川

)

=
の
員
崩

0
年
代
の
減
少
傾
向
カ
顕
著
で
あ
る
カ
、
【
グ
ラ
フ
⑦
】
が
示
す
よ
う
に
訟

E

上

委

十

律
別
統
務
制
度
は
相
対
的
に
は
増
強
さ
れ
て
き
た
。
「
全
国
的
、
組
織
的
な
背
景
を

法

特

府

は
策
理
も
つ
事
件
に
お
け
る
相
手
方
の
研
究
体
制
」
に
対
し
て
寸
組
織
と
し
て
の

数

対

総

B

昭
一
昨
結
集
力
L

を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。

裁
法
人

所出

ら
で
あ
る
。

③
交
流
推
進
者
の
論
理

判
検
交
流
の
積
極
的
意
義
は
推
進
者
側
に

よ
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

イ

ま
ず
、

訟
務
体
制
の
強
化
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

全
国
的
な
公

国
の
代
理
者

と
し
て
は
法
曹
資
格
者
が
望
ま
し
い
が
、

法
務
省
固
有
の
法
曹
資
格
者
か

ら
訟
務
担
当
者
を
そ
ろ
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
あ
り
、

民
事
事
件
に
堪
能
な
裁
判
官
に
よ
り
円
滑
な
訟
務
を
行
い
た
い
と
さ
れ



た
。
法
務
大
臣
官
房
長
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
訟
務
検
事
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
実
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
、
あ
る
程
度
裁

判
官
を
や
ら
れ
て
、
そ
の
培
っ
た
知
識
経
験
が
き
わ
め
て
法
務
省
の
仕
事
の
中
で
有
用
な
領
域
の
職
務
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意

味
で
来
て
い
た
だ
い
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
L

。

(
ロ
)
「
法
曹
一
元
L

の
理
念
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
交
流
は
「
法
曹
一
元
的
な
考
え
方
L

か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

(
ハ
)
裁
判
官
の
教
育
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
種
々
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(a)
裁
判
官
の
司
法
的
感
覚
か
ら
く
る
行
政

に
対
す
る
「
偏
見
L

を
取
り
除
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
法
務
省
訟
務
部
長
は
、
訟
務
検
事
の
役
割
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い

る
。
寸
法
曹
一
元
が
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
率
直
に
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
我
国
の
裁
判
官
は
と
か
く
世
の
中
の
実
態
に
う
と
い
と
い
う

裁判官の専門性と独立性 (1) 

感
じ
が
し
な
い
わ
げ
で
は
な
い
」
。
「
訟
務
の
あ
っ
か
う
事
件
は
、
裁
判
官
が
疎
遠
で
あ
り
、
ま
た
実
態
を
充
分
知
り
得
な
い
行
政
の
分
野
の

問
題
が
一
番
多
い
」
の
で
あ
り
、
「
裁
判
官
の
一
つ
の
司
法
的
な
感
覚
と
し
て
、
行
政
と
い
う
も
の
に
対
す
る
偏
見
的
な
考
え
方
も
全
く
な
い

と
は
い
え
な
い
し
。
訟
務
に
は
「
行
政
の
実
態
と
い
う
も
の
を
十
分
認
識
さ
せ
る
努
力
が
き
わ
め
て
必
要
で
あ
ろ
う
」
、
と
。

(
b
)
経
験
・
体

験
の
範
囲
を
広
く
し
て
見
聞
を
広
め
、
大
き
な
法
曹
に
育
つ
の
に
役
立
つ
こ
と
も
強
調
さ
れ
て
い
針
。
「
他
の
法
曹
の
他
の
分
野
の
仕
事
も
経

験
し
て
、
い
わ
ば
法
曹
と
し
て
の
見
聞
を
広
め
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
で
や
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
持
L

と
か
、
「
法
曹
一
元
的
な
考

え
方
L

か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
、
「
り
っ
ぱ
な
裁
判
官
と
し
て
成
長
し
て
い
く
と
い
う
過
程
で
は
好
ま
し
い
こ
と
し
と
言
わ
れ
る
。

(
C
)

組
織
人
と
し
て
の
訓
練
の
場
と
し
て
貴
重
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
行
政
組
織
の
一
員
と
し
て
指
導
し
た
り
指
導
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
法
曹
と
し
て
非
常
に
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

当
局
者
は
、
こ
の
実
務
に
弊
害
が
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
「
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
等
の
法
曹
は
、
・
:
法
律
専
門
家
と
し
て
の

良
識
と
自
覚
を
持
っ
て
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
ず
か
ら
、
相
互
に
交
流
し
、
そ
の
立
場
が
変
わ
り
ま
し
で
も
、
そ
の
立
場
、

立
場
に
お
き
ま
し
て
、
厳
正
公
正
に
事
件
あ
る
い
は
仕
事
の
処
理
に
当
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
相
互
の
人
事
交
流
に
よ
っ

北法40(5-6・1.315)1457 



説

(
阻
)

て
特
段
の
弊
害
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
¥
法
務
大
臣
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言

三ム

""泊

ぅ
。
「
縦
社
会
の
論
理
で
ず
っ
と
貫
く
よ
り
も
、
別
の
立
場
を
体
験
し
、
特
に
法
曹
の
場
合
は
み
ん
な
法
律
屋
で
す
か
ら
ね
、
別
の
立
場
で
別

の
理
論
あ
る
い
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
、
思
想
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
を
学
ぶ
と
思
う
の
で
す
ね
。
そ
れ
が
交
流
さ
れ
る
方
法
と
い
う
の
は

や
っ
ぱ
り
人
事
交
流
し
か
な
い
」
。

配
属以
先上
、の

交公
流刊
人物
事に
手見
続ら
、れ

出る
向肯
形定
式論
おか
よら
びは
出「
向裁
期判
間官
なの
ど独
E 立
品目 」

子宮
る 1::Z
制苧

EZ 
配予

52 
量ぞ
でつ
はい
なし

いの
と奪
うは
考一
与切

元理
カま え
示な
さし;

れか

買高
V. 先
る

ょ
う
で
あ
る
。

④
判
検
交
流
に
関
す
る
賛
成
論
と
反
対
論
あ
る
一
つ
の
穏
健
な
見
解
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
訟
務
検
事
経
験
者
で
あ
る
裁

判
官
が
担
当
し
た
国
を
当
事
者
と
す
る
訴
訟
に
お
い
て
「
国
寄
り
と
思
わ
れ
る
判
決
、
例
え
ば
長
良
川
・
墨
俣
水
害
訴
訟
、
岩
手
靖
国
訴
訟

等
の
判
決
が
目
立
ち
始
め
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
L

。
こ
の
交
流
は
「
秘
密
裏
に
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
主
権
者
た
る
国
民
の
眼
が
余

り
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
る
や
に
見
受
け
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
無
用
の
誤
解
や
疑
惑
を
招
き
か
ね
な
い
L

。

こ
の
種
の
弊
害
が
際
だ
っ
た
め
に
、
交
流
制
度
の
存
在
自
体
に
つ
い
て
批
判
的
な
見
解
が
相
当
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
交
流
の
現
実
的

結
果
か
ら
み
て
の
反
対
論
も
強
い
。
あ
る
弁
護
士
は
、
「
偏
頗
な
判
・
検
事
交
流
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
司
法
の
行
政
、
捜
査
に
対
す
る
緊

張
感
の
欠
知
」
が
裁
判
所
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
欠
知
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
と
す
る
。
日
弁
連
も
意
見
書
を
提
出
し
、
ま
た
各
地
の
弁
護
士

会
で
も
批
判
が
噴
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
賛
成
論
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
見
解
に
よ
れ
ば
、
判
検
交
流
批
判
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
す
ぎ
、
功
罪
は
交
流
の
対
象

と
な
る
「
そ
の
人
個
人
の
問
題
」
で
あ
る
。

一
九
八
九
年
秋
に
日
弁
連
司
法
問
題
対
策
委
員
会
が
弁
護
士
登
録
を
し
て
い
る
元
裁
判
官
三
六
四
名
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

北法40(5-6・卜316)1458



の
中
間
集
計
と
そ
の
分
析
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
素
材
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
年
代
別
の
統
計
な
ど
そ
の
詳
細
に
触
れ
る
余
裕
は
な

ぃ
。
主
要
な
項
目
と
回
答
比
率
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、

い
ず
れ
の
意
見
に
あ
っ
て
も
多
く
の
留
保
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は

注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
干
の
検
討
は
後
に
改
め
て
行
う
こ
と
に
す
る
。

判
検
交
流
に
つ
い
て
は
、
(
イ
)
「
判
検
交
流
は
裁
判
の
公
正
ら
し
さ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
傷
つ
け
る
L

(

賛
成
五
O
%
、
反
対
二
九
・

二
%
)
、
(
ロ
)
「
判
検
交
流
は
裁
判
官
の
行
政
・
検
察
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
減
退
さ
せ
る
」
(
賛
成
四
三
・
四
%
、
反
対
三
四
・
O
%
)
、
(
ハ
)

寸
判
検
交
流
は
裁
判
官
に
当
事
者
経
験
を
持
た
せ
る
の
で
よ
い
L

(

賛
成
三
九
・
六
%
、
反
対
三
九
・
六
%
)
、
(
三
「
判
検
交
流
は
法
曹
一

元
の
理
念
に
合
致
し
た
制
度
で
あ
る
L

(

賛
成
ご
二
・
一
%
、
反
対
四
ご
・
五
%
)
。
全
体
的
に
交
流
制
度
に
批
判
的
な
意
見
が
支
配
的
で
あ

る
。
右
の
回
答
の
中
に
は
、
閉
ざ
さ
れ
が
ち
な
裁
判
官
と
検
察
官
の
社
会
に
あ
っ
て
、
法
曹
相
互
の
人
事
交
流
は
法
曹
一
元
の
理
念
と
い
う

と
い
う
意
見
が
あ
る
。

観
点
か
ら
も
肯
定
的
に
評
価
で
き
る
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
人
事
交
流
は
裁
判
官
相
互
の
研
績
の
場
と
し
て
有
用
か
っ
有
益
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
あ
ろ
う
。
日
本
の
特
殊
性

裁判官の専門性と独立性(1)

を
抜
き
に
す
れ
ば
妥
当
な
指
摘
で
あ
り
う
る
。
交
流
実
務
は
旧
来
か
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
こ
の
二
O
年
ほ
ど
の
聞
に
司

法
人
事
政
策
全
体
と
有
機
的
関
係
を
も
っ
て
質
的
に
変
遷
を
と
げ
た
可
能
性
が
あ
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
復
帰
の
保
障
の
よ
う
に
交
流
の
条
件

整
備
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
形
式
に
は
さ
ほ
ど
の
変
化
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
人
事
の
量
的
質
的
変
化
が
《
裁
判
官
実

像
》
と
裁
判
判
決
の
変
化
に
寄
与
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
他
方
で
、
反
対
論
の
側
で
も
、
将
来
の
健
全
な
法
曹
交
流
制
度
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
理
念
像
が
十
分
に
練
ら
れ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
裁
判
を
受
け
る
国
民
の
権
利
か
ら
み
て
、
法
曹
、
と
り
わ
け
裁
判
官
と
検
察
官
が
ど
の
よ
う

ど
の
よ
う
な
訓
練
や
研
修
を
受
け
る
べ
き
か
、
と
い
う
大
き
な
問
題
の
整
理
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

な
資
質
の
も
の
で
あ
り
、

る
。
多
岐
に
わ
た
る
裁
判
事
件
に
裁
判
官
が
ど
の
よ
う
に
専
門
性
を
発
揮
す
る
べ
き
か
、

と
い
う
問
題
も
あ
る
。
最
高
裁
当
局
や
法
務
省
が
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述
べ
る
よ
う
に
、
《
訟
務
体
制
の
強
化
》
、
《
法
曹
一
元
の
理
念
》
、
《
偏
見
の
排
除
》
、
《
裁
判
官
と
し
て
の
大
成
》
、

《
組
織
人
と
し
て
の
訓
練
》
が
交
流
の
目
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
合
理
性
を
確
か
め
つ
つ
対
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要

《
見
聞
の
拡
張
》
、

論

と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

(
二
)
会
同
・
協
議
会
の
実
情
と
問
題
点

①
会
同
・
協
議
会
の
定
義

会
同
は
全
固
ま
た
は
各
高
裁
管
内
か
ら
若
干
名
の
裁
判
官
が
一
同
に
会
し
て
、

そ
の
時
々
に
裁
判
所
が
当

面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
会
合
で
あ
る
。
全
国
的
な
も
の
は
最
高
裁
が
、
各
高
裁
段
階
の
も
の
は
各
高
裁
が
主
催
す
る
。

最
高
裁
の
国
会
答
弁
に
よ
れ
ば
、
「
会
同
の
場
合
に
は
原
庁
か
ら
少
な
く
と
も
一
人
以
上
く
ら
い
は
出
席
を
い
た
し
ま
し
て
、
集
ま
っ
た
と
き

に
は
主
催
者
の
側
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
な
場
合
が
多
い
。
そ
れ
か
ら
議
長
に
主
催
者
側
の
だ
れ
か
が
な
る
と
い
う
よ
う
な
場

合
が
多
い
よ
う
な
、
言
っ
て
み
ま
す
と
セ
レ
モ
ニ
ー
的
要
素
が
や
や
強
い
:
・
(
。
)
協
議
会
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
い
う
要
素
が
少
な
い

も
の
」
で
あ
る
。
最
高
裁
事
務
総
局
『
裁
判
所
沿
革
誌
』
の
第
三
巻
お
よ
び
第
四
巻
を
見
る
限
り
、
民
事
局
・
行
政
局
・
刑
事
局
・
家
庭
局

主
催
の
会
同
は
一
九
七
二
年
を
も
っ
て
姿
を
消
し
、
そ
れ
以
降
は
す
べ
て
協
議
会
の
名
称
と
な
っ
て
い
る
。
協
議
会
形
式
の
方
が
、
最
高
裁

に
広
い
裁
量
余
地
を
与
え
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
裁
判
官
の
研
修
の
場
と
し
て
司
法
研
修
所
が
主
催
す
る
研
究
会
が
あ
る
。
こ
れ
は
民
事
・

行
政
・
刑
事
・
家
事
・
少
年
等
の
実
務
研
修
を
内
容
と
し
て
、
同
沿
革
誌
に
よ
る
と
年
に
二
固
な
い
し
六
回
聞
か
れ
て
い
る
。
こ
の
頻
度
は

一
九
六

0
年
代
以
降
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
は
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

②
会
同
・
協
議
会
の
実
情
「
行
政
局
L

の
会
同
の
場
合
、
一
九
五

0
年
代
だ
け
で
も
、
積
極
的
断
定
的
意
見
開
陳
の
時
期
と
消
極
的

態
度
の
時
期
を
経
験
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
子
細
な
変
化
に
も
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
。
だ
が
、
一
般
的
に
い
っ
て
最
高
裁
発
足
時
以
来

の
自
由
な
討
議
の
場
と
し
て
の
会
同
・
協
議
会
は
、
公
開
性
、
参
加
者
、
会
議
運
営
、
目
的
な
ど
い
ず
れ
の
点
を
と
っ
て
も
次
第
に
変
質
し
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叫
)

て
き
た
。
一
九
七

0
年
代
前
半
ま
で
は
最
高
裁
裁
判
官
が
議
長
に
な
っ
て
い
回
。
そ
の
後
は
高
裁
の
部
総
括
裁
判
官
等
が
議
長
を
務
め
る
よ
う
に
な

る
。
戦
後
初
期
に
は
、
行
政
事
件
や
労
働
事
件
の
会
同
で
学
者
が
講
演
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
六

O
年
頃
ま
で
は
、
裁
判
官
の
会
同
・

協
議
会
に
弁
護
士
も
出
席
し
て
い
た
。

一
九
七

O
年
頃
か
ら
原
則
全
庁
参
加
の
会
同
は
減
少
し
、
出
席
が
最
高
裁
に
指
名
さ
れ
ま
た
は
条
件
を
付
さ
れ
る
形
の
協
議
会
が
多
く
開

催
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
七

O
年
頃
ま
で
は
会
同
・
協
議
会
と
も
協
議
テ

l
マ
・
開
催
日
時
・
参
加
人
数
な
ど
が
裁
判
所
時
報
に
発
表
さ
れ
、

会
議
の
記
録
で
あ
る
「
執
務
資
料
し
も
裁
判
官
以
外
に
公
表
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
噴
ま
で
は
裁
判
所
の
一
般
職
員
に
も
出
席
裁
判
官
名
や
協

議
内
容
は
わ
か
る
状
況
に
あ
っ
た
。
今
日
で
は
執
務
資
料
で
の
発
言
庁
も
現
在
で
は

A
庁、

B
庁
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
四
年

の
『
裁
判
所
時
報
』
六
三
九
号
以
降
の
号
に
お
い
て
は
会
同
・
協
議
会
に
関
す
る
記
事
は
消
滅
す
る
。

議
題
に
つ
い
て
も
現
に
係
属
し
て
い
る
個
別
具
体
的
な
テ

i
マ
を
扱
う
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
そ
の
内
容
は
秘
匿
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
七

0
年
代
後
半
か
ら
は
最
高
裁
の
意
見
を
聞
き
た
い
と
い
う
姿
勢
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

裁判官の専門性と独立性(1)

会
同
・
協
議
会
が
秘
密
に
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
対
す
る
一
般
の
裁
判

官
あ
る
い
は
裁
判
官
団
体
の
参
加
は
な
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
会
議
が
弁
護
士
や
研
究
者
に
聞
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

③
推
進
者
の
論
理
こ
の
問
題
も
国
会
審
議
の
中
で
あ
る
程
度
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
あ
る
法
務
委
員
会
委
員
は
会
同
・
協
議
会
の
最
後

に
披
露
さ
れ
る
当
局
見
解
を
問
題
に
し
て
い
討
。

こ
の
種
の
繰
り
返
さ
れ
る
疑
問
に
つ
き
、
最
高
裁
当
局
は
、
人
選
に
つ
い
て
寸
全
然
担
当
し
な
い
方
を
集
め
て
も
協
議
会
の
目
的
は
達
せ

ら
れ
な
い
」
し
、
議
論
は
寸
自
由
潤
達
に
L

「
自
由
な
意
見
交
換
」
と
し
て
行
わ
れ
、
協
議
結
果
の
取
捨
選
択
は
各
裁
判
官
の
判
断
に
任
さ
れ

て
お
り
、
協
議
結
果
で
「
全
国
に
ぜ
ひ
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
現
在
で
も
公
表
じ
て
い
る
」
と
し
て
秘
密
性
を
否
定
し
、
総
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の
観
点
か
ら
す
る
種
々
の
懸
念
に
つ
い
て
も
問
題
は
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
あ
る
事
務
総
局
関
係
者

に
よ
る
と
、
と
り
わ
け
研
績
の
意
義
の
一
端
と
し
て
、
「
裁
判
所
全
体
の
視
野
か
ら
見
た
裁
判
実
務
面
お
よ
び
司
法
行
政
面
で
の
必
要
な
情
報

等
を
事
件
処
理
に
当
た
る
裁
判
官
に
伝
達
す
る
こ
と
が
有
益
な
場
合
の
多
い
こ
と
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
全
然
担
当
し
な
い
方
」
の
非
招

集
お
よ
び

J
刊
」
ひ
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
の
伝
達
が
懸
念
に
対
す
る
反
論
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
後
に
検
討
し
よ
う
。
「
裁
判

じ
て
「
裁
判
官
の
独
立
性
L

論

所
全
体
L

の
見
地
か
ら
す
る
「
伝
達
」
と
い
う
発
想
も
、
裁
判
官
の
独
立
性
と
の
関
係
で
吟
味
を
要
し
よ
う
。

④
賛
成
論
と
反
対
論
会
同
・
協
議
会
に
つ
い
て
も
既
述
の
日
弁
連
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
意
見
分
布
で

ホマ
h
v

。「昔
の
会
同
・
協
議
会
に
比
べ
最
近
の
会
同
・
協
議
会
は
自
由
な
意
見
を
言
え
る
雰
囲
気
が
な
く
な
っ
て
き
た
」
(
は
い
一
九
・
八
%
、

い
え
一
八
・
九
%
)
、
「
参
加
者
の
人
選
に
問
題
が
あ
る
」
(
は
い
一
六
・
O
%
、

い
い
え
四
七
・
二
%
)
、
「
開
催
の
事
実
や
協
議
結
果
を
原
則

と
し
て
秘
密
に
し
て
い
る
の
は
問
題
で
あ
る
」
(
賛
成
三
五
・
八
%
、
反
対
二
五
・
四
%
)
、
「
最
高
裁
事
務
総
局
見
解
に
影
響
を
受
け
る
人
が

多
い
」
(
は
い
四

0
・
六
%
、

い
い
え
一
二
一
・
六
%
)
、
「
裁
判
官
に
よ
る
自
由
な
研
究
の
場
で
あ
る
か
ら
問
題
は
な
い
」
(
賛
成
四
七
%
、
反

対
二
八
・
三
%
)
。

右
の
結
果
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
会
同
・
協
議
会
の
経
験
時
期
や
回
答
者
の
世
代
に
関
す
る
分
析
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
早
急
な

結
論
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
官
経
験
者
自
身
か
ら
こ
れ
ほ
ど
の
疑
念
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
に
す
で
に

司
法
行
政
上
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

か
つ
て
一
九
七
二
年
に
行
わ
れ
た
公
害
事
件
担
当
裁
判
官
協
議
会
の
運
営
や
内
容
に
対
す
る
批
判
に
対
し
て
、
こ
の
協
議
会
を
現
に
経
験

し
て
判
決
を
書
い
た
現
職
裁
判
官
か
ら
「
疑
念
は
全
く
根
拠
の
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
反
論
が
あ
っ
封
。
一
定
の
裁
判
官
像
を
身
に
つ

け
た
独
立
心
の
あ
る
裁
判
官
に
と
っ
て
は
、
協
議
会
で
の
討
論
や
当
局
に
よ
る
ま
と
め
は
単
な
る
研
績
の
場
と
し
て
有
益
で
あ
る
か
も
し
れ
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そ
の
後
の
歴
史
を
み
て
寸
疑
念
L

に
根
拠
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
検
討
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
数
年
の
聞
に
、
「
部
外
秘
」
や
寸
取
扱
注
意
L

と
さ
れ
た
『
執
務
資
料
』
の
内
容
の
変
化
を
克
明
に
分
析
し
、
現
実
に
会
同
・
協
議
会

が
聞
か
れ
た
あ
と
の
裁
判
判
決
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
解
明
す
る
多
数
の
労
作
が
す
で
に
著
さ
れ
て
い
る
。
行
政
事
件
か
ら
一
例
を
あ
げ

よ
う
。
一
九
七
六
年
一

O
月
二
九
日
に
行
政
事
件
担
当
裁
判
官
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
行
政
事
件
訴
訟
に
お
け
る
処
分
性
の
問
題
が
扱
わ
れ

た
あ
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
た
。
「
昭
和
五

O
年
(
一
九
七
五
年
)
噴
か
ら
地
裁
段
階
で
結
論
を
異
に
す
る
裁
判
例
が
相
次
い
で
出

さ
れ
、
そ
の
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昭
和
五
三
年
に
現
れ
た
こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
例
の
大
勢
は
、
従
来
の
伝

統
的
立
場
に
依
拠
し
て
都
市
計
画
決
定
の
処
分
性
を
否
定
す
る
に
い
た
っ
た
L

の
で
あ
る
。
な
お
、
協
議
会
の
も
つ
意
味
が
テ

l
マ
に
よ
っ

て
異
な
る
こ
と
が
あ
る
点
に
つ
い
て
も
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。

な
い
。
し
か
し
、

協
議
会
で
の
裁
判
官
の
発
言
が
個
人
と
し
て
で
は
な
く
地
裁
、
高
裁
、
最
高
裁
の
局
と
い
う
よ
う
に
組
織
を
代
表
す
る
発
言
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
寸
局
」
と
し
て
の
発
言
は
最
後
に
あ
る
。
こ
う
し
て
現
場
裁
判
官
に
よ
る
「
御
伺
い
」
に
対
す
る
事
務
総
局

裁判官の専門性と独立性(1)

の
「
御
託
宣
」
を
賜
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
「
御
意
見
拝
聴
の
場
L

と
化
し
て
い
る
と
の
批
判
が
強
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
分
析
の
結
果
を
整
理
し
て
、
徳
住
堅
治
は
一
九
七

O
年
頃
か
ら
の
会
同
・
協
議
会
の
変
化
を
四
つ
の
特
徴
に
ま
と
め
て
い
る
。

第
一
は
、
取
り
扱
わ
れ
る
テ

l
マ
が
具
体
的
に
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
局
見
解
な
い
し
協
議
の
結
果
が
出
さ
れ
、
質
疑
資
料
で
も
局
の
見

解
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
最
高
裁
の
見
解
が
反
国
民
的
、
反
労
働
者
的
で
あ
る
こ
と
、
第
四
に
、
会
同
・
協
議
会
開

催
後
最
高
裁
の
見
解
に
従
っ
て
下
級
審
の
判
例
が
全
部
一
八

O
度
転
換
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。(
剖
)

さ
ら
に
、
湯
川
二
朗
は
日
弁
連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
報
告
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。
「
国
民
の
権
利
義
務
・
裁
判
を
受
け
る

権
利
の
確
保
の
上
で
極
め
て
重
要
な
問
題
が
協
議
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
協
議
内
容
が
原
則
と
し
て
一
般
に
知
り
得
な
い
状
態
に
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
裁
判
官
に
よ
る
自
由
な
討
論
は
殆
ど
無
く
、
最
高
裁
事
務
総
局
見
解
を
も
っ
て
裁
判
所
と
し
て
の
見
解
を
統
一
す
る
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説

場
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
」
。
そ
し
て
最
高
裁
事
務
総
局
が
、
裁
判
所
法
上
「
最
高
裁
判
所
の
庶
務
を
掌
L

る
も
の
に
す

ぎ
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
「
実
体
法
及
び
手
続
法
の
解
釈
運
用
を
決
定
し
て
い
る
」
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
事
務
総
局
が
「
事

件
報
告
制
度
・
裁
判
官
考
課
制
度
等
に
よ
っ
て
各
裁
判
官
の
昇
進
・
昇
格
・
昇
級
・
転
任
を
意
の
ま
ま
に
左
右
す
る
こ
と
の
で
き
る
絶
大
な

人
事
行
政
権
を
有
し
て
い
る
」
一
方
で
、
「
個
々
の
裁
判
官
は
独
立
の
気
概
を
喪
失
し
、
最
高
裁
の
判
例
・
見
解
を
待
望
し
、
自
ら
進
ん
で
最

高
裁
事
務
総
局
に
資
料
・
見
解
の
紹
介
を
行
う
と
い
う
状
況
に
あ
る
」
の
で
あ
る
。

裁
判
例
に
は
時
に
例
外
が
あ
る
。
し
か
し
、
近
時
の
諸
分
析
に
よ
れ
ば
、
か
な
り
の
程
度
に
判
決
内
容
の
統
制
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
六

0
年
代
末
期
以
降
の
司
法
人
事
全
体
の
動
き
を
み
る
と
、
特
定
事
件
類
型
に
つ
い
て

協
議
会
が
開
催
さ
れ
な
く
て
も
判
例
の
傾
向
が
変
化
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
定
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

論

( 

ー
) 

そ
の
他
の
問
題
点

そ
の
他
に
、
最
近
で
は
、
裁
判
官
の
企
業
や
中
央
官
庁
に
お
け
る
出
向
研
修
も
目
だ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
裁
判
官
に
官
僚
精
神
や
企
業

者
意
識
を
植
え
つ
け
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、
裁
判
官
の
専
門
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
企
図
の
下
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
が
、
運
用
を
誤
れ
ば
「
裁
判
官
の
独
立
性
」
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
を
内
包
し
て
い
る
。

一
九
八
五
年
度
の
国
内
特
別
研
究
長
期
コ

1
ス
に
は
報
道
機
関
で
の
研
修
が
あ
っ
た
。
寸
裁
判
官
と
し
て
の
視
野
を
一
層
広
め
、
か
っ
、
そ

の
識
見
を
高
め
る
た
め
、
任
官
後
約
一

O
年
を
経
過
し
た
裁
判
官
を
報
道
機
関
に
派
遣
し
て
、
報
道
機
関
の
役
割
を
理
解
し
、
か
っ
、
情
報

処
理
の
技
術
、
能
力
、
組
織
等
の
実
際
を
知
る
た
め
、
実
践
的
な
体
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
研
修
L

で
あ
る
。
民
間
大
企
業
へ

の
派
遣
研
修
は
、
「
そ
の
企
業
の
組
織
、
経
営
方
針
、
労
務
事
情
等
の
概
要
説
明
の
受
講
ほ
か
重
要
部
門
の
見
学
を
内
容
と
す
る
研
阪
」
と
し

一
九
八
六
年
度
に
は
、
参
加
者
六
名
が
二
人
一
組
と
し
て
三
組
に
分
け
ら
れ
、
各
組
と
も
一
社
に
二
日
か
ら
五
日
間
を

て
行
わ
れ
て
い
る
。
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あ
て
、
二
社
な
い
し
三
社
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
種
の
研
修
が
ま
っ
た
く
無
意
味
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
こ
と
自
体
を
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
、
被
派
遣
者
の
主
体
的
契
機
、
派
遣
先
の
決
定
、
研
修
内
容
作
成
過
程
で
の
参
加
な
ど
、
周
辺
的
諸
事
情
を
考
慮
し
て
評
価
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
四
)
比
較
の
対
象

判
検
交
流
や
会
同
・
協
議
会
お
よ
び
派
遣
研
修
の
主
た
る
メ
リ
ッ
ト
は
裁
判
官
の
独
立
性
を
侵
害
し
な
い
形
で
の
専
門
性
の
向
上
に
あ
ろ

フ。

裁判官の専門性と独立性(1)

そ
こ
で
、
判
検
交
流
が
専
門
性
の
確
保
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
官
僚
制
シ
久
テ
ム
を
前
提
と
し
た
場
合
の
専
門
性
確
保
の
あ
り
方

を
問
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
西
ド
イ
ツ
と
比
較
す
る
場
合
に
、
同
国
に
あ
っ
て
は
日
本
よ
り
も
リ
ク
ル
ー
ト
の
年
齢
が
遅
く
、
職
業
経
験
も
比

較
的
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
専
門
性
を
も
っ
た
人
物
が
裁
判
官
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
か
、
職
業
経
験
が
ど
う
評
価
さ
れ

と
い
う
観
点
か
ら
の
検
討
が
意
味
を
持
と
う
。
こ
れ
は
採
用
後
の
専
門
性
の
獲
得
・
向
上
の
た
め
の
研
修
と
パ

l
タ
l
の
関
係

て
い
る
か
、

に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

他
方
で
、
日
本
に
お
け
る
判
検
交
流
の
趣
旨
を
訟
務
局
へ
の
人
材
提
供
と
い
う
側
面
に
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
新
た
な
論
点
が
提

起
さ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
訟
務
検
事
の
存
在
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
本
の
実
務
に
関
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
訟
務
検
事
経
験
者
の
裁
判
所
復
帰
後
の
特
定
裁
判
所
へ
の
配
置
、

裁
判
所
部
内
で
の
配
置
、
お
よ
び
裁
判
部
内
部
で
の
事
務
分
配
の
あ
り
方
が
比
較
の
素
材
と
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
裁
判
官
の
研
究
会
・
研
修
会
ゃ
、
特
定
研
修
先
へ
の
派
遣
の
考
え
方
な
ど
に
も
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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説

(
叩
)
裁
判
官
が
法
務
省
以
外
の
官
庁
な
ど
に
出
向
す
る
と
き
に
も
、

省
と
そ
れ
以
外
へ
の
出
向
と
に
分
け
て
い
る

(
日
)
す
な
わ
ち
そ
の
勤
務
期
聞
は
実
質
的
に
は
裁
判
官
で
は
な
い
、
と
い
う
意
識
が
要
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
神
戸
大
学
・
宮
津
節
生
ゼ
ミ
「
司
法

人
事
の
動
向
L

法
セ
ミ
四
一
八
号
六
四
頁
参
照
。

(
ロ
)
「
法
務
省
と
の
い
わ
ゆ
る
交
流
の
問
題
は
、
別
に
近
来
多
く
な
っ
た
と
い
う
問
題
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
J

(
矢
口
最
高
裁
判
所
長
官
代
理
者
(
人

事
局
長
)
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
二
号
(
一
九
七
五
年
二
月
一
四
日
)
七
頁
)
。
「
端
的
に
申
し
ま
し
て
、
最
近
急
激
に
多
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
必
ず
し
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ま
あ
し
か
し
相
当
古
く
か
ら
相
当
数
の
交
流
が
行
わ
れ
て
お
っ
た
と
い
う
の
は
事
実
で
ご
ざ
い

ま
す
。
た
だ
、
少
し
前
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、
か
な
り
長
期
間
行
っ
て
お
る
、
長
期
間
た
っ
て
か
ら
帰
る
と
い
う
ふ
う
な
事
例
が
わ
り
あ
い
多

う
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
比
較
的
短
期
間
で
帰
る
と
い
う
ふ
う
な
事
例
が
ふ
え
て
お
り
ま
す
た
め
に
、
毎
年
毎
年
の
交
流
そ
の
も
の
を
と

り
ま
す
と
、
や
や
ふ
え
て
お
る
の
か
な
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」
(
大
西
勝
也
最
高
裁
事
務
総
局
人
事
局
長
答
弁
。
衆

議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
三
号
ご
九
八
三
年
三
月
四
日
)
一
七
頁
。

(
臼
)
も
っ
と
も
交
流
経
験
者
が
多
数
と
な
れ
ば
誰
も
が
エ
リ
ー
ト
コ

l
ス
を
歩
む
こ
と
は
困
難
と
な
る
。

(M)
最
高
裁
事
務
総
局
『
司
法
統
計
年
報
』
各
年
版
に
よ
る
。

(
日
)
詳
し
く
は
、
東
京
弁
護
士
会
司
法
問
題
対
策
特
別
委
員
会
『
裁
判
所
と
法
務
省
の
人
事
交
流
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
書
(
改
訂
版
|
|
資
料
編
)
』

(
一
九
八
九
)
三
頁
以
下
参
照
。

(
日
)
裁
判
所
で
も
若
干
の
配
慮
が
窺
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
阪
口
徳
雄
寸
訟
務
検
事
の
実
態
調
査
の
中
か
ら
L

法
と
民
主
主
義
二
三
五
号
ご
九

八
九
)
三
五
頁
。

(
げ
)
法
務
局
長
・
地
方
法
務
局
長
会
同
に
お
け
る
法
務
省
訟
務
部
長
指
示
・
訟
務
月
報
一
七
巻
五
号
(
一
九
七
二
八
八
七
頁
、
訟
務
第
一
課
長
説

明
・
同
八
八
九
頁
。

(
国
)
日
本
と
西
ド
イ
ツ
の
裁
判
官
数
の
変
化
を
示
す
グ
ラ
ブ
は
、
木
佐
『
人
間
の
尊
厳
と
司
法
権
|
|
西
ド
イ
ツ
司
法
改
革
に
学
ぶ
』
(
一
九
九

O)

四
O
三
頁
参
照
。
同
頁
に
お
け
る
警
察
宮
数
の
グ
ラ
ブ
と
本
稿
【
グ
ラ
ブ
⑦
】
の
訟
務
検
事
数
の
グ
ラ
ブ
は
相
似
の
カ

l
プ
と
な
っ
て
い
る
。

(
川
口
)
法
務
局
訟
務
部
付
事
務
打
合
せ
会
に
お
け
る
貞
家
訟
務
部
長
指
示
。
訟
務
月
報
一
九
巻
二
一
号
ご
九
七
三
)
二

O
九
頁
以
下
。

(
却
)
枇
杷
旧
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
長
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
五
号
ご
九
八

O
年
三
月
四
日
)
一
四
頁
。

い
っ
た
ん
検
察
官
身
分
を
得
る
。
本
稿
で
は
、
実
際
の
勤
務
先
に
よ
り
、
法
務

三d入
白岡
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裁判官の専門性と独立性(1)

(
幻
)
根
岸
法
務
大
臣
官
房
長
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
三
号
(
一
九
八
三
年
三
月
四
日
)
一
八
頁
。

(
詑
)
矢
口
最
高
裁
判
所
長
官
代
理
者
(
人
事
局
長
)
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
二
号
こ
九
七
五
年
二
月
一
四
日
)
七
頁
。
同
旨
、
勝
見

最
高
裁
人
事
局
長
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
五
号
ご
九
八

O
年
三
月
四
日
)
一
一
ニ
頁
。

(
お
)
部
付
(
新
任
)
事
務
打
合
会
に
お
け
る
法
務
省
訟
務
部
長
指
示
。
一
九
七
二
年
五
月
一
一
・
一
一
一
日
開
催
。
訟
務
月
報
一
八
巻
六
号
九
六
四
頁

以
下
。

(
但
)
枇
杷
団
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
長
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
五
号
ご
九
八

O
年
三
月
四
日
)
一
七
頁
。

(
出
)
根
岸
法
務
大
臣
官
房
長
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
三
号
(
一
九
八
三
年
三
月
四
日
)
一
八
頁
。

(
部
)
矢
口
最
高
裁
判
所
長
官
代
理
者
(
人
事
局
長
)
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
二
号
ご
九
七
五
年
二
月
一
四
日
)
七
頁
。
同
様
に
、
刑

事
裁
判
官
と
し
て
大
成
し
て
い
た
だ
く
に
は
プ
ラ
ス
で
あ
る
、
と
い
う
答
弁
が
あ
る
。
勝
見
最
高
裁
人
事
局
長
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録

第
五
号
(
一
九
八

O
年
三
月
四
日
)
一
三
、
二
ハ
頁
。

(
幻
)
法
務
局
訟
務
部
長
事
務
打
合
会
に
お
け
る
貞
家
訟
務
部
長
指
示
。
訟
務
月
報
一
九
巻
二
号
こ
九
七
三
)
七
三
頁
。

(
部
)
根
岸
法
務
大
臣
官
房
長
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
三
号
(
一
九
八
三
年
三
月
四
日
)
一
八
頁
。

(
却
)
秦
野
法
務
大
臣
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
三
号
(
一
九
八
三
年
三
月
四
日
)
一
八
頁
。

(
初
)
渋
川
孝
夫
(
弁
護
士
)
「
判
事
検
事
の
交
流
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
八
九
九
号
(
一
九
八
七
)
一
二
三
頁
。

(
但
)
日
本
民
主
法
律
家
協
会
司
法
制
度
委
員
会
編
『
全
裁
判
官
経
歴
総
覧
』
(
一
九
八
七
)
、
東
京
弁
護
士
会
司
法
問
題
対
策
特
別
委
員
会
『
調
査
報

告
書
』
(
前
掲
注
(
日
)
)
全
二
ハ
頁
。

(
幻
)
内
田
雅
敏
「
裁
判
の
独
立
を
脅
か
す
判
・
検
事
交
流
L

法
セ
ミ
四

O
四
号
(
一
九
八
八
)
二
九
頁
。

(
お
)
日
本
弁
護
士
連
合
会
『
裁
判
所
と
法
務
省
と
の
人
事
交
流
に
関
す
る
意
見
書
』
(
一
九
八
六
)
。
日
弁
連
の
対
応
姿
勢
に
つ
い
て
、
宮
本
康
昭
「
司

法
が
当
面
す
る
問
題
」
法
と
民
主
主
義
一
二
七
号
(
一
九
八
七
)
三
二
頁
参
照
。

(
担
)
各
地
弁
護
士
会
の
見
解
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
『
国
民
の
裁
判
を
受
り
る
権
利
さ
乙
|
|
法
曹
の
あ
り
方
|
|
』

(
第
一
二
回
司
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
一
九
八
八
年
)
記
録
)
(
一
九
八
九
)
一
五
五
頁
以
下
が
あ
る
。

(
話
)
萩
原
金
美
「
訴
訟
指
揮
と
当
事
者
」
鈴
木
忠
一
・
三
ヶ
月
章
(
監
修
)
『
新
・
実
務
民
事
訴
訟
講
座
1
』
(
一
九
八
二
二

O
八
頁
。
た
だ
し
、

こ
の
見
方
が
最
近
実
証
さ
れ
つ
つ
あ
る
事
実
を
前
に
し
て
も
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
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説

(
お
)
資
料
は
日
弁
連
司
法
問
題
対
策
委
員
会
か
ら
提
供
を
受
け
た
。

(
幻
)
大
西
最
高
裁
長
官
代
理
者
の
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
)
四
号
(
一
九
八

O
年
四
月
九
日
)
二
頁
。

(
お
)
た
だ
し
、
長
官
所
長
の
司
法
行
政
を
扱
う
会
議
は
そ
の
後
も
長
官
所
長
会
同
と
い
う
名
称
で
あ
る
。

(
却
)
東
京
弁
護
士
会
『
意
見
書
』
(
前
掲
注
(

3

)

)

三
頁
に
よ
れ
ば
、
会
同
で
は
会
同
員
の
選
出
が
所
属
庁
の
裁
判
官
会
議
(
実
際
に
は
多
く
の
庁

で
所
長
に
権
限
委
任
)
で
あ
る
の
に
対
し
、
協
議
会
で
あ
れ
ば
主
催
の
最
高
裁
当
局
が
意
の
ま
ま
に
協
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
自

由
に
テ
l
マ
を
決
定
で
き
る
側
面
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

(
叫
)
中
村
治
朗
司
裁
判
の
世
界
を
生
き
て
』
(
一
九
八
九
)
四
三
頁
。
初
期
の
行
政
局
の
積
極
的
姿
勢
は
行
政
訴
訟
制
度
の
発
足
と
い
う
新
し
い
事
態

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
H
U
)

裁
判
官
会
同
・
協
議
会
の
歴
史
、
現
状
な
ど
に
つ
い
て
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
主
催
の
「
判
検
交
流
と
裁
判
官
の
独
立
を
考
え
る
会
内
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
L

(

一
九
八
九
年
一
一
月
一
六
日
開
催
)
の
準
備
資
料
(
湯
川
二
朗
作
成
)
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(
位
)
こ
の
最
高
裁
判
事
が
議
長
に
な
る
こ
と
自
体
に
も
批
判
は
あ
っ
た
。
例
、
小
田
中
聴
樹
・
前
掲
注

(
3
)
論
文
七

O
頁。

(
時
)
中
村
・
前
掲
注
(
紛
)
一
八
頁
。

(
は
)
荻
原
金
美
「
訴
訟
指
揮
と
当
事
者
」
(
前
掲
注
(
お
)
)
二

O
八
頁
。

(
必
)
松
井
憲
二
寸
内
側
か
ら
み
た
司
法
政
策
の
現
状
」
法
と
民
主
主
義
二
二
九
号
(
一
九
八
八
)
七
頁
。

(
日
刊
)
豊
田
誠
「
公
害
裁
判
と
司
法
の
機
能
」
『
現
代
司
法
の
課
題
(
松
井
康
浩
弁
護
士
還
暦
記
念
)
』
(
一
九
八
二
)
四
三
六
頁
。

(
灯
)
湯
川
二
朗
「
裁
判
官
会
同
・
協
議
会
」
(
一
九
八
九
年
日
弁
連
シ
ン
ポ
資
料
)
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
『
裁
判
所
沿
革
史
』
第
三
巻
・
第
四
巻
に

基
づ
く
資
料
が
示
す
よ
う
に
、
民
事
局
関
係
に
あ
っ
て
は
一
九
七
六
年
か
ら
公
室

7
労
働
災
害
・
医
療
過
誤
・
水
害
な
ど
の
事
件
が
単
に
寸
民
事

事
件
の
処
理
に
関
し
考
慮
す
べ
き
事
項
」
と
い
う
抽
象
的
議
題
名
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
で
あ
る
『
執
務
資
料
』
に
は
っ
部
外

秘
」
や
「
取
扱
注
意
」
な
ど
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
長
官
所
長
会
同
に
つ
い
て
は
一
九
七

O
年
か
ら
従
来
の
具
体
的
テ
l
マ
に
代
え
て

「
当
面
の
司
法
行
政
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」
(
た
だ
し
、
一
九
七
五
年
か
ら
「
そ
の
他
」
が
加
わ
る
)
と
し
て
一
括
さ
れ
る
た
め
、
具
体
的
討
議

内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

(
必
)
筆
者
は
各
地
の
裁
判
官
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ

l
の
際
に
、
裁
判
官
が
後
に
同
僚
に
報
告
す
る
目
的
を
も
も
っ
て
民
事
局
や
行
政
局
の
見
解
を
一
言

も
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
メ
モ
を
す
る
様
を
み
せ
て
も
ら
っ
た
。
討
議
の
場
と
い
う
よ
り
も
最
高
裁
見
解
の
伝
達
の
場
と
し
て
の
機
能
の
強
さ
が
窺

自命
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裁判官の専門性と独立性(1)

わ
れ
る
。

(ω)
「
一
番
最
後
の
と
こ
ろ
で
そ
う
い
う
よ
う
な
案
ら
し
い
も
の
と
い
う
か
見
解
ら
し
い
も
の
を
示
し
て
、
受
け
取
る
方
は
最
高
裁
の
考
え
方
と
相

反
す
る
判
決
を
す
れ
ば
控
訴
な
り
上
告
を
さ
れ
て
破
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
に
と
い
う
の
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
、
結
局
最
高
裁
側
の
と
い
う
か
事
務

総
局
側
の
意
見
ら
し
い
も
の
と
受
け
取
っ
て
そ
れ
に
従
っ
て
い
く
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
現
実
に
は
行
わ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
、
ど
う
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
聞
く
の
で
す
が
ね
L

(

稲
葉
誠
一
委
員
質
問
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
三
号
(
一
九
八
八
年
三
月
二
二
日
)
九

頁)。

(
回
)
テ

l
マ
に
な
る
事
件
を
担
当
し
た
こ
と
の
な
い
「
裁
判
官
が
来
ら
れ
で
も
協
議
の
実
は
上
が
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
う
い
う
意
味
で
、
そ
の
協
議
の
目
的
に
照
ら
し
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
裁
判
官
に
お
い
で
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
申
し
上
げ
る
場
合
が
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
:
・
」
。
寸
全
然
担
当
し
て
い
な
い
方
を
集
め
て
も
協
議
会
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
L

。
大
西
最
高
裁

長
官
代
理
者
の
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
一
四
号
ご
九
八

O
年
四
月
九
日
)
一
五
頁
。

(
日
)
や
や
長
い
が
重
要
な
発
言
で
あ
る
か
ら
引
用
し
て
お
く
。
「
裁
判
官
の
会
同
な
り
協
議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
事
件
を
抱
え
て
、
そ
の
適
正

迅
速
な
処
理
に
い
ろ
い
ろ
苦
心
し
て
お
ら
れ
ま
す
裁
判
官
が
相
寄
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
事
件
の
話
は
申
し
ま
せ
ん
、
い
ず
れ
も
抽
象

化
し
て
議
論
を
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
自
由
潤
達
に
議
論
を
交
わ
し
て
も
ら
い
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
鏡
、
修
養
の
糧
に
し
て
い
た
だ
く

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
に
も
、
も
ち
ろ
ん
最
高
裁
の
事
務
局
に
お
き
ま
し
で
は
あ
る
抽
象
的
な
命
題
に
関
連
い
た
し
ま
す
学
説
、
判
例
等

は
い
ろ
い
ろ
渉
猟
い
た
し
ま
し
て
、
こ
う
い
う
学
説
が
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
学
説
も
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
判
例
も
あ
る
、
こ
う
い
う
こ
と
は
申
し

述
べ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
裁
判
官
方
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
会
同
員
あ
る
い
は
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
う
い
う
学
説
が
あ
る
け

れ
ど
も
自
分
は
こ
う
い
う
観
点
か
ら
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
の
だ
、
と
い
ろ
い
ろ
意
見
を
申
し
述
べ
ら
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
り
ま
す
と
、
そ
う

い
う
ふ
う
な
自
由
な
意
見
交
換
で
終
わ
り
ま
し
て
、
結
論
め
い
た
こ
と
を
申
し
上
げ
な
い
と
き
も
ご
ざ
い
ま
す
。
中
に
は
、
こ
れ
は
最
高
裁
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
げ
れ
ど
も
、
事
務
局
限
り
の
御
意
見
と
い
た
し
ま
し
て
、
我
々
の
研
究
の
結
果
に
よ
る
と
、
甲
乙
丙
の
三
つ
の
学
説
が
あ
る
う
ち
に

は
丙
説
が
一
番
妥
当
で
は
な
い
の
か
と
考
え
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
例
え
ば
学
説
の
一
つ

の
よ
う
な
位
置
づ
け
と
し
て
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
の
見
解
を
ど
の
よ
う
に
取
捨
選
択
し
て
い
た
だ
く
か
、
こ
れ

は
独
立
に
司
法
権
を
行
使
さ
れ
ま
す
各
裁
判
官
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
御
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
L

。
山
口
繁
最
高

裁
事
務
総
局
総
務
局
長
答
弁
。
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
三
号
(
一
九
八
八
年
三
月
二
二
日
)
九
頁
。
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(
臼
)
協
議
の
結
果
で
全
国
に
ぜ
ひ
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
現
在
で
も
公
表
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
大
西
最
高
裁
長
官
代
理
者
の
答
弁
。

衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
一
四
号
(
一
九
八

O
年
四
月
九
日
)
一
五
頁
。

(
臼
)
金
谷
利
慶
「
裁
判
官
の
研
修
」
法
セ
ミ
増
刊
『
現
代
の
裁
判
』
(
一
九
八
四
)
二

O
八
頁
。

(
U
A
)

富
島
照
男
(
弁
護
士
)
寸
公
害
事
件
と
裁
判
官
協
議
会
」
判
時
六
六

O
号
ご
九
七
二
士
二
頁
以
下
に
対
す
る
宮
崎
啓
一
(
当
時
東
京
地
裁
判

事
)
「
公
害
事
件
担
当
裁
判
官
協
議
会
に
つ
い
て
L

判
時
六
六
五
号
二
九
七
二
)
一
六
頁
以
下
の
反
論
。

(
日
)
整
理
解
雇
一
事
件
に
関
し
て
、
大
川
真
郎
・
森
信
雄
・
杉
本
吉
史
・
労
匂
一
一
九

O
号
ご
九
八
八
)
三
九
頁
以
下
、
労
働
仮
処
分
に
つ
い
て
井

上
直
行
・
労
句
一
一
九

O
号
五

O
頁
以
下
(
特
に
、
五
九
頁
以
下
の
表
)
、
公
務
員
労
働
関
係
に
つ
い
て
徳
住
堅
治
・
労
匂
一
一
九
八
号
四
頁
以
下

(
特
に
、
一
四
頁
以
下
の
表
)
、
労
災
事
件
に
つ
い
て
古
川
景
一
・
労
句
一
一
九
八
号
二
五
頁
以
下
(
特
に
、
『
下
級
裁
判
所
民
事
裁
判
例
集
』
の

特
集
と
裏
本
で
あ
る
『
労
働
災
害
民
事
事
件
関
係
執
務
資
料
』
(
取
扱
注
意
)
の
関
係
に
つ
い
て
)
、
水
害
事
件
に
つ
い
て
竹
津
哲
夫
・
労
旬
一
一

九
九
号
三

O
頁
以
下
(
特
に
四

O
頁
の
表
)
、
公
害
事
件
に
つ
い
て
村
松
昭
夫
・
労
句
一
二

O
O号
(
一
九
八
八
)
四
頁
以
下
(
特
に
、
一

O
頁
の

表
)
。
一
般
的
包
括
的
に
、
徳
住
堅
治
「
裁
判
官
会
同
・
協
議
会
と
裁
判
統
制
」
法
と
民
主
主
義
二
三
五
号
ご
九
八
九
)
三
頁
以
下
。

(
時
)
行
政
判
例
研
究
会
編
『
昭
和
五
三
年
行
政
関
係
判
例
解
説
』
(
一
九
七
九
)
一
九
頁
以
下
。

(
町
)
古
川
景
一
「
労
災
事
件
担
当
裁
判
官
協
議
会
の
内
容
と
問
題
点
」
労
旬
一
一
九
八
号
(
一
九
八
八
)
二
八
頁
。

(
回
)
古
川
景
一
「
内
容
と
問
題
点
」
(
前
掲
注
(
町
)
)
二
七
頁
。

(
叩
)
徳
住
堅
治
寸
裁
判
官
会
同
・
協
議
会
と
裁
判
統
制
」
法
と
民
主
主
義
二
三
五
号

(ω)
湯
川
ニ
朗
・
前
掲
注

(
U
)
資
料
。

(
日
)
各
地
の
弁
護
士
会
の
見
解
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、

頁
以
下
。

(
臼
)
最
高
裁
判
所
司
裁
判
所
沿
革
誌
第
四
巻
』

説
モユA
H岡

ご
九
八
九
)

四
頁
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
『
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
(
三
)
』

こ
九
八
八
)

七

四
一
五
頁
。

(
前
掲
注
(
出
)
)

一
六
四
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